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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。 ＊2上海総合指数は春節（旧正月）連休中のため、1月21日～1月27日は休場。

１）先週の市場動向

≪株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
米連邦準備制度理事会（FRB）が1月31日～2月1日に開く米連邦公開市場委
員会（FOMC）で利上げ幅の縮小を決定し、利上げ停止に向けた協議に入る
との観測が高まったことや、中国の景気回復期待から半導体関連など景気敏
感株を中心に幅広い銘柄が買われ、前週末より4営業日連続で上昇しました。
その後は、4営業日で1,000円近く上昇し、心理的な節目となる27,000円を
回復していたことから利益確定の売りに押され下落し、週末も、本格化する
国内企業の動向を見極めようと一進一退となり、方向感の定まらない展開と
なりました。
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≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で上昇しました。
1月のFOMCでFRBが利上げ幅を縮小するとの見方が広がるなか、1月の製
造業PMI（購買担当者景気指数）や2022年10～12月期の国内総生産
（GDP）が市場予想を上回るなど、米経済指標が総じて堅調であったことや
決算内容が好感された一部銘柄が買われたことから週を通じて上昇しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で上昇しました。
日銀が金融政策決定会合で大規模な金融緩和の現状維持を決めたことを受け
た買い戻しの動きが一巡し、持ち高調整を目的とした売りが優勢となったこ
とから（利回りは上昇）、週を通じて日銀が許容する長期金利の変動幅の上
限である+0.5%近辺での推移となりました。

5）今週の見通しについて
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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米ドル/円相場は、前週末比で横ばいとなりました。
国債入札や社債発行を控え、債券市場の需給への警戒感などにより米長期金
利が上昇したことから、週初は円安米ドル高が進んだものの、週末にかけて
は、FOMCでFRBが利上げ幅を縮小するとの見方から、日米金利差縮小を意
識した円買い米ドル売りが優勢となりました。

先週の株式市場は、FRBが1月31日～2月1日のFOMCで利上げ幅の縮小を
決定し、利上げ停止に向けた協議に入るとの観測が高まったことから、日米
両市場ともに前週末比で上昇しました。
米国商務省が26日に発表した、2022年10－12月期の実質GDP成長率は、
前期比年率2.9%増と、2四半期連続のプラス成長となりました。足元では年
末商戦が不調となるなど消費の減速もみられていることから、今後も、高イ
ンフレ下でも個人消費が堅調さを保てるかが焦点となりそうです。
今週は、FOMCおよび欧州中央銀行（ECB）の定例理事会が開催されます。
足元でインフレ圧力が弱まりつつあることなどを背景に、会見でパウエル
FRB議長やラガルドECB総裁から今後の利上げ幅や、利上げ停止時期につい
て具体的に発言があるか否かが注目されます。FOMCおよびECB理事会で
大きな波乱がなければ、買い安心感が広がり株式市場は一旦上昇する可能性
がありそうですが、週末に1月の米雇用統計の発表を控えていることから、
その後は、様子見ムードが強まりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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